平成２３年第２回奥多摩町議会定例会　会議録

１　平成23年６月７日午前10時00分、第２回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　師岡　伸公君　　第２番　酒井　正利君　　第３番　原島　伸行君

　　　　第４番　須崎　　眞君　　第５番　増田ひさ子君　　第６番　竹内　和男君

　　　　第７番　小澤　春義君　　第８番　鈴木　賢一君　　第９番　清水　典子君

第10番　村木　征一君　　第11番　師岡　　智君　　第12番　前田　悦男君

第13番　小林　　勤君　　第14番　島崎　利雄君
３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し
４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　大野　　尚君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　村木　義雄君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　加藤　一美君

　　　　企画財政課主幹　清水　信行君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住　民　課　長　浜野　武雄君　　福祉保健課長　若菜　伸一君

　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　宮田　昭治君

　　　　教育課長　井上　永一君　　会計管理者　清水　　明君
　　　　病院事務長　川村　文雄君
　　　　

平成２３年第１回奥多摩町議会定例会議事日程[第１号]
平成23年６月７日（火）

午前10時00分開会・開議

会　期　　平成23年６月７日～６月10日（４日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長定例町議会開会・開議宣告
	――

	２
	――
	　　　　　　　　　　　　14番　島　崎　利　雄　議員

会議録署名議員の指名

　　　　　　　　　　　　 １番　師　岡　伸　公　議員

	３
	――
	会期の決定について
	決　　定

	４
	――
	議会関係諸報告
	――

	５
	――
	町長あいさつ
	――

	６
	議案第32号
	専決処分の承認を求めることについて
（平成22年度奥多摩町一般会計補正予算（第４号））
	承　認

	７
	議案第33号
	専決処分の承認を求めることについて
（奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
	承　認

	８
	議案第34号
	専決処分の承認を求めることについて
（奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例）
	承　認

	９
	報告第１号
	専決処分の承認を求めることについて

（奥多摩町生活館条例の一部を改正する条例）
	――

	10
	議案第36号
	平成22年度奥多摩町一般会計予算繰越明許費繰越計算書について
	原案可決

	11
	議案第36号
	奥多摩町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
	原案可決

	12
	議案第37号
	奥多摩町固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることについて
	原案可決

	13
	議案第38号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その16請負契約について
	原案可決

	14
	議案第39号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その17請負契約について
	原案可決

	15
	議案第40号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その18請負契約について
	原案可決

	16
	議案第41号
	奥多摩温泉もえぎの湯木質バイオマスボイラー施設建設工事請負契約について
	原案可決

	17
	――
	人権擁護委員候補者の推薦について
	決　定

	18
	――
	東京都後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙における候補者の推薦について
	決　定

	19
	――
	陳情書の受付について
	陳情第１号
	総務文教常任

委員会付託

	
	
	
	陳情第２号
	経済厚生常任

委員会付託


　　（午後０時09分　散会）

午前10時00分　開会・開議
○議長（鈴木　賢一君）　皆さん、おはようございます。

　これより平成23年第２回奥多摩町議会定例会を開会します。

　直ちに本日の会議を開きます。

日程第２　会議録署名議員の指名を議題とします。

本件につきましては、会議規則第115条の規定により、議長において指名します。

本定例会の会議録署名議員に、

14　番　島崎　利雄議員、

１　番　師岡　伸公議員、

以上２名を指名します。

次に、日程第３　会期の決定について、を議題とします。

本件につきましては、去る６月１日、議会運営委員会が開かれ、本定例会の運営について協議が行われておりますので、その結果を議会運営委員会委員長　師岡　智議員よりご報告願います。師岡　智議員。

〔議会運営委員長　師岡　　智君　登壇〕

○議会運営委員長（師岡　　智君）　皆さん、おはようございます。

　平成23年第２回奥多摩町議会定例会の運営について、去る６月１日、議会運営委員会を開催しましたので、その協議結果を報告します。

　初めに、本定例会の会期でありますが、提案、提出された案件を審議の結果、本日６月７日から６月10日までの４日間とすることに決定いたしました。

　次に、会期中の諸日程でありますが、配付してあります会議予定程表をご覧ください。

　本会議につきましては、本日６月７日と６月10日の２日間とし、総務文教常任委員会並びに経済厚生常任委員会を、本日の本会議終了後に開会することに決定いたしました。

まず、本日の本会議でありますが、会議録署名議員の指名及び会期の決定、議会関係諸報告に続いて、本定例会の開会にあたり町長よりあいさつがあります。あいさつ終了後、議案が上程されますが、審議内容について申し上げます。

配付してあります議会運営委員会結果一覧表をご覧ください。

議案第32号から議案第35号までの専決処分の承認を求める４議案については、それぞれ単独上程とし、採決については即決と決定しております。

次に、報告第１号については、繰越明許費、繰越計算書の報告があります。

次に、議案第36号の条例の一部改正については、単独上程とし、採決については即決としております。

次に、議案第37号　奥多摩町固定資産評価審査委員の選任の同意を求めることについては、単独上程の即決とし、採決については無記名投票と決定しております。

次に、議案第38号から議案第40号までの下水道管渠建設工事請負契約の３議案については、関連がありますので一括上程とし、採決については即決と決定しております。

次に、議案第41号の奥多摩温泉もえぎの湯木質バイオマスボイラー施設建設工事請負契約については、単独上程とし、採決については即決と決定しております。

次に、人権擁護委員候補者の推薦については、単独上程の後、即決と決定しております。

次に、東京都後期高齢者医療広域連合議会議員選挙における候補者の推薦については、単独上程とし、指名推薦による即決と決定しております。

次に、陳情の受付でありますが、閉会中に受け付けた陳情は２件であります。陳情の内容については、配付してあります写しをご覧ください。受け付けした陳情については、本日開会される総務文教常任委員会並びに経済厚生常任委員会に付託することに決定しておりますので、委員会において審査をお願いいたします。

以上が、提案された議案及び受け付けした陳情に対する上程別及び採決別、取り扱いの結果であります。

次に、本会議２日目でありますが、６月10日に再開いたします。この日は一般質問であります。通告者は９名であり、通告順に行いますので、簡潔な質問、応答をされるようご協力をお願いいたします。

また、同日、10日の一般質問終了後に総務文教常任委員会で審査された１件の陳情、並びに経済厚生委員会で審査された１件の陳情の採決を行います。採決の結果、採択とされた場合、暫時休憩を取り追加日程として常任委員会委員長が提出者となり、常任委員会において採択すべきものに挙手した委員が賛成者となり、意見書の提出について、議員提出議案として提案していただくことになります。

陳情採決後、あるいは追加日程終了後に町長よりあいさつがあり、第２回定例会は閉会となります。

以上が議会運営委員会の協議結果であります。

本定例会の運営が効率的かつ円滑に進行しますよう、議員各位のご協力をお願い申し上げ、議会運営委員長の報告といたします。以上です。

○議長（鈴木　賢一君）　議会運営委員会委員長の報告は以上のとおりであります。

　お諮りします。本定例会の会期は本日から６月10日までの４日間とし、議案の上程別及び採決別についても、合わせて委員長の報告のとおり決定したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から６月10日日までの４日間とすることに決定しました。

　なお、本定例会の会議日程につきましては、配付してあります会議予定表のとおり進めたいと思います。ご協力よろしくお願いします。

　また、本日の日程は、お手元に配付のとおりであります。

　次に、日程第４　議会関係諸報告でありますが、議会関係の閉会中の諸報告及び監査委員の例月出納検査報告については、お手元に配付のとおりです。

　次に、閉会中に経済厚生常任委員会が開かれておりますので、その概要を、経済厚生常任委員会委員長　清水典子議員から報告願います。清水典子議員。

〔経済厚生常任委員長　清水　典子君　登壇〕

○経済厚生常任委員長（清水　典子君）　経済厚生常任委員会の委員長報告をいたします。

　当委員会は、去る５月24日に、農地法について研修を目的とした委員会を開会しましたので、その概要について報告します。

当日は、委員全員と加藤観光産業課長、天沼農林水産係長、木宮主任、議会事務局職員の出席を得て、まず、農林水産係長及び観光産業課長から農地法改正の変遷、農地の種別、農地の貸借、転用、所有権移転等に係る手続き等について説明を受けました。

次いで質疑を行ったところ、町内の農地転用の状況の把握、農地転用を行っていない場合の罰則、町内の農地面積、遊休農地に対する町農業委員会の指導内容、農地として購入できる面積、農地の貸付方法、海沢体験農園の運営状況などの質疑と、遊休農地を貸し付ける制度等、活用法の検討を、との意見が出されました。

その後、農地法にかかる研修は終了しましたが、東日本大震災に対する人的支援として、天沼農林水産係長が、５月７日から11日にかけ、岩手県大槌町に派遣されましたので、現地の状況についてプロジェクターを使用して説明を受けました。現地の悲惨さは、連日テレビの報道でも目にするところですが、改めて早期の復旧と復興を願うところであります。

　以上で、経済厚生常任委員会の委員長報告を終わります。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で、閉会中の諸報告は終わりました。

次に、本定例会の開会に当たり、町長よりあいさつがあります。河村文夫町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　おはようございます。

　平成23年第２回奥多摩町議会定例会の開会にあたり、一言ごあいさつ申し上げます。

　初めに、東日本大震災で被災された皆様には心よりお見舞い申し上げ、１日も早い復旧、復興を願うものであります。

　３月11日の大震災から３か月が経とうとしておりますが、特に福島第一原発の事故により奥多摩町に避難されてこられた方にとっては、全く先の見えない日々が続いております。現在、町内には福島県から親戚などのお宅に３世帯８名、小丹波の福音の家に24世帯59名、合計で27世帯67名の方々が避難生活をされております。その中には幼児が５名、小学生が８名、中学生が３名、高校生が４名おり、小・中学生は古里小学校、古里中学校に、高校生は近隣の都立高校に編入され、元気に通学しております。

　町では、新中学生に入学祝金の支給や、高校生に対しては通学費の補助を行うなど、子育て支援のサービスを提供しているほか、もえぎの湯の町民割引証の配布など、町として町民皆様と同様のサービスを提供することで、少しでも快適な避難生活が送れるよう支援しておるところでございます。

　一方、津波により甚大な被害を受けた被災地への支援として、東京都町村会では岩手県大槌町に職員を派遣することを決め、４月21日から６月20日まで、15次にわたり69名の職員による人的支援を行っております。具体的には、２町村職員各２名、事務局１名の５名編成で班を編成し、５泊６日の日程で支援物資の仕分け、被災者の登録、罹災証明の発行などの業務に携わっております。当町でも、この間、延べ10名の職員を派遣してまいりました。

　大槌町は町長以下幹部職員が死亡し、副町長が指揮をとっておりますが、まだまだ大変な状況が続いておりますので、東京都町村会としては東京都と連携し、今後の対応を図っていきたいと考えております。

　次に、被災地への義援金の状況についてご報告申し上げます。

　町では、３月中に自治会連合会、社会福祉協議会との連名により公共施設に募金箱を設置し、住民皆様あるいは町内の企業からの義援金について、日本赤十字社を通じて被災地に届けております。この５月末現在では、累計で913万7,410円を送金いたしました。皆様の善意に感謝を申し上げますとともに、これからもさまざまな形でのご協力を継続してお願いを申し上げます。

　このほか東京都町村会として、３月31日に、宮城、岩手、福島県の町村会に200万円ずつ、４月27日には茨城、栃木、千葉県の町村会に50万円ずつ、計750万円の見舞金をお届けしております。また、支援物資の提供としては、４月28日に宮城県石巻市あてに土のう袋3,400枚の提供を行いました。

　この東日本大震災により、町内においては大きな被害は見られなかったものの、改めて住民皆様の安全、安心を確保するため、災害に強いまちづくりが必要であると痛感いたしました。そのため、これを契機として、これまで自治会あるいは住民の皆様から寄せられております町道等に関する補修や修繕等の要望につきまして総点検を実施し、その上で優先順位を設定して、数年かけて整備してまいりたいと考えております。また、これら工事は今年度から早速実施してまいりたいと考えており、この９月の定例町議会において補正予算を計上させていただき、それを実行してまいりたいというふうに思っておりますので、ご理解をお願い申し上げます。

　次に、町の廃棄物処理について、これまでの経過と今後の状況につきましてご報告を申し上げます。

　３月定例町議会の中でもお話申し上げましたが、町クリーンセンター及び最終処分場につきましては、老朽化が進んでおり、特に最終処分場につきましては既に計画埋立量の９割近くを埋め立ており、拡幅などの措置を講じましても、おおむね３年ほどで埋め立てが終了する見込みであることから、西秋川衛生組合への加入について管理者であるあきる野市臼井市長にお願いをし、いろいろと調整をしていただきました。

　その結果、去る２月１日、３日の両日、西秋川衛生組合の地元であるあきる野市高尾自治会、留原自治会の役員の皆様とお会いし、臼井市長にも同席をいただき、町の切迫した状況について説明をし、ご理解をいただくようお願いを申し上げてきたところでございます。その後、同組合では自治会及び処分場があるもう１つの網代自治会と精力的に話し合いをしていただき、５月９日付けの西秋川衛生組合管理者からの公式文書により、３つの自治会から加入の同意が得られたとの通知がありました。

　この間、あきる野市臼井市長、日の出町橋本町長、檜原村坂本村長を始め、西秋川衛生組合の関係者の皆様、ご同意をいただきました地元関係自治会の皆様には、ご支援、ご協力をいただき、この場をお借りして深く感謝を申し上げるところでございます。議員皆様には、経過等を十分にご理解いただきますようにお願いを申し上げます。

　この通知により、加入に当たっての町の財政負担等について、組織市町村や西秋川衛生組合との協議を始めたところでございますが、９月定例議会には、地方自治法第286条に規定された一部事務組合の組織、事務及び規約の変更の議決をいただくための議案を提出したいと考えております。

　なお、関連のあきる野市、日の出町、檜原村においても、関連の条例を議決していただく予定となっております。

　続いて、もう１件ご報告を申し上げます。町選挙管理委員会委員長、佐々木克彦氏におかれましては、一身上の都合により町外に転出されましたので、その後任として、あらかじめ議会で選任されております補充員の中から、順位に従い、新たに島崎文雄氏が選挙管理委員となり、選挙管理委員の選挙により、新委員長に師岡好一氏が、同職務代理者に河村昉可氏が選任されましたので、ご報告を申し上げます。

　さて、既にご通知を申し上げましたとおり、本日より地方自治法及び奥多摩町条例に基づき、平成23年第２回奥多摩町議会定例会を招集させていただきました。

　今議会に町長提案として提出する議案は、専決処分の承認を求めることについての議案が４件、平成22年度一般会計予算繰越明許費繰越計算書についての報告が１件、条例改正が１件、固定資産評価審査委員の選任の同意を求めることの人事案件が１件の計７件に、本日お配りいたしました工事請負契約に関する議案４件を加え、計11件であります。

次に、ご提案いたします議案につきまして、議事日程に従い担当課長より提案説明を申し上げますが、私からその概要について申し上げます。

　議案第32号から議案第35号までは、専決処分の承認を求めるものであります。

　議案第32号では、平成22年度一般会計において、主に地方交付税及び東京都支出金の額の確定により、予算の補正を行ったものであります。特に東京都市町村総合交付金につきましては、町の財政状況、行政改革等の努力を評価していただき、前年度と比較し1.3％、２億1,167万円増の14億9,521万3,000円の決定をいただきました。今後の財政運営上、繰り出した基金の全額を繰り戻すとともに、今後の下水道の起債償還財源確保のため、減債基金の積み増しを行い、前年に比較して、合計３億6,000万円の基金増額を図ることができました。

議案第33号は、政令の改正により国民健康保険税の限度額を改めるための条例改正をするものであります。

　議案第34号は、同じく政令の改正により、出産育児一時金を平成21年10月１日から平成23年３月31日まで、暫定措置として４万円引き上げ42万円としていましたが、平成23年度以降も引き続き42万円を支給できるよう条例改正をするものであります。

　議案第35号は、東日本大震災により被災された納税義務者に対して特例措置を設けるための法律が施行されたことに伴い、町税賦課徴収条例の一部を改正するものであります。

　次の報告第１号は、国の平成22年度第一次補正予算において創設され交付決定された、地域活性化・きめ細かな交付金及び住民生活に光をそそぐ交付金について、平成22年度一般会計補正予算（第３号）において予算措置をいたしましたが、年度内に事業の執行ができないため、地方自治法の規定により平成23年度に繰り越しを行ったことの報告でございます。

　続いて議案第36号ですが、一般職の職員に対する特殊勤務手当のうち、クリーンセンター勤務職員に対して支給していた変則勤務手当を廃止するための条例の一部を改正するものであります。

　議案第37号につきましては、奥多摩町固定資産評価審査委員会委員の島崎軍治氏、堀口榮治氏の任期が満了となるため、その後任として島崎軍治氏、岡部益雄氏を選任するため議会の同意を求めるものでございます。

　また、本日お手元にお配りいたしました議案第38号から議案第40号の３件につきましては、それぞれ新たに下水道管渠建設工事の請負契約を締結するため、議案第41号につきましては、もえぎの湯木質バイオマスボイラー施設建設工事の請負契約を締結するため、議会の議決をいただくものでございます。

　以上、町長提出案件の概要を申し上げましたが、ご審議の上、ご決定をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

　その他といたしましては、平成15年１月から人権擁護委員として法務大臣から委嘱されております沖山瑞紀氏の任期が、この12月31日で満了となることから、再び同氏を候補者として推薦いただきたく、議会の意見をお伺いいたすものでございます。

　終わりにあたりまして、冒頭申し上げましたが、今回の大震災により、今後、地域経済にもさまざまな影響が及んでくると思っております。また、東京都財政においても税収減が予想され、市町村に対する財政支援についても、従来どおりのように右肩上がりの状況ではないと考えております。

　このように町の財政環境は依然として厳しい状況でありますが、東日本大震災は未曾有の災害でありますので、町でも被災地に対する人的支援あるいは避難者に対して、できるだけの支援をしていきたいと考えております。

　議員皆様方には、なお一層のご理解とご協力をお願い申し上げまして、第２回定例町議会の開会にあたってのごあいさつといたします。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で、町長のあいさつは終わりました。

　これより議案審議に入ります。

　日程第６　議案第32号　専決処分の承認を求めることについて(平成22年度奥多摩町一般会計補正予算（第4号）)を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。副町長。

〔副町長　村木　義雄君　登壇〕

○副町長（村木　義雄君）　議案第32号　専決処分の承認を求めることについて、地方自治法第179条第１項の規定により、平成22年度一般会計の補正予算について、年度末であり、議会を召集する時間的余裕がないことから、平成23年３月31日、専決処分したので報告し、承認を求めるものでございます。

　理由でございますが、都支出金等の交付決定によりまして、後年度の財政運営に資するため専決を行ったもので、次の補正予算書をご覧ください。

　平成22年度奥多摩町一般会計補正予算（第４号）について説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございます。

　第１条　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億9,552万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ60億3,466万7,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　１ページをお開きください。歳入について説明申し上げます。

　地方譲与税は、地方揮発油譲与税92万4,000円増、自動車重量譲与税88万円増で180万4,000円を追加し3,396万4,000円に、利子割交付金11万2,000円を減額し438万円に、配当割交付金25万2,000円を追加し164万6,000円に、株式等譲渡所得割交付金27万7,000円を減額し50万3,000円に、地方消費税交付金143万5,000円を減額し7,189万4,000円に、自動車取得税交付金5,000円を追加し2,006万1,000円に、地方交付税は特別交付税1,831万7,000円追加し14億1,641万3,000円に、交通安全対策特別交付金７万2,000円を追加し227万2,000円とするもので、これらはいずれも交付決定によるものでございます。

　次に、国庫支出金は、住民生活に光をそそぐ交付金の追加交付により110万2,000円を追加し１億6,802万2,000円に、都支出金の都補助金２億9,521万3,000円の増、都委託金39万6,000円の減で計２億9,481万7,000円を追加し、25億383万7,000円とするものでございます。

　この内容でございますが、補助金では、総務費で市町村総合交付金２億9,521万3,000円の増、委託金では土木費で奥多摩周遊道路管理委託金39万6,000円の減で、東京都の確定に伴うものでございます。

　寄付金は、31万円を追加し351万円に、繰入金は、財政調整基金繰入金7,000万円減、公共施設整備基金繰入金を5,000万円減の計１億2,000万円を減額し797万8,000円とするもの、２ページをお願いします。諸支出金の雑入では、登計原運動場自動販売機売上手数料ほか66万8,000円を追加し、４億468万2,000円とするものでございます。

　歳入では、ただいま説明申し上げましたように、それぞれ確定に伴いまして増減を行い、最終的には基金からの繰り入れを減額するものでございます。したがいまして、歳入合計では１億9,552万3,000円を追加し、60億3,466万7,000円とするものでございます。

　次に、３ページ歳出でございます。

　総務費の総務管理費で減債基金積立金１億5,000万円を追加し11億2,613万2,000円に、次の商工費も、観光施設等整備基金積立金4,600万円を追加し３億5,978万5,000円とするものでございます。

　総務費、商工費、その他の科目については、従前、基金繰入金等で充当しておりました財源について、それぞれの補助金等が確定いたしましたので財源組替を行い、歳出合計は予備費で47万7,000円減額調整を行い、歳入と同額の１億9,552万3,000円を追加し60億3,466万7,000円とするものでございます。

　以上で、説明申し上げましたとおり平成22年度末で一般会計の補正を行い、後年度の財源調整をさせていただいたという内容でございます。

以上で、専決処分の承認を求めることについての平成22年度一般会計補正予算（第４号）の説明を終わらせていただきます。慎重なるご審議を賜り、ご承認をいただきますようお願い申し上げまして提案の説明とさせていただきます。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で、説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第32号の質疑を行います。質疑ございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第32号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第32号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第６　議案第32号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第32号については原案のとおり承認されました。

　次に、日程第７　議案第33号　専決処分の承認を求めることについて（奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。住民課長。

〔住民課長　浜野　武雄君　登壇〕

○住民課長（浜野　武雄君）　議案第33号　専決処分の承認を求めることについてご説明いたします。

　地方自治法第179条第１項の規定により、奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものです。

　次のページをお開きください。

　理由ですが、地方税法施行令の一部を改正する政令が平成23年３月30日に公布され、このため条例の一部を改正する必要が生じましたが、特に緊急を要するため議会を召集する時間的余裕がございませんでしたので、専決処分したものです。

　今回の改正の趣旨ですが、中間所得者層の被保険者の負担感に配慮したもので、課税限度額を引き上げるものでございます。国民健康保険税の課税限度額は政令に委任されており、政令に準じて改めるものです。

　それでは、新旧対照表により改正内容についてご説明いたします。新旧対照表１ページをご覧ください。

　今回の改正では、第２条、課税額第２項の国民健康保険に要する費用の医療給付費分の基礎課税額の限度額「50万円」を、１万円引き上げて「51万円」に改め、第３項の後期高齢者支援金等課税額の限度額「13万円」を、１万円引き上げて「14万円」に改め、第４項の介護納付金課税額の限度額「10万円」を、２万円引き上げて「12万円」に改めるものでございます。

　課税限度額につきましては、医療給付費分と後期高齢者支援金等分及び介護納付金分を合算いたしますと、国民健康保険税の賦課限度額「73万円」を４万円引き上げて「77万円」とするものです。

　第20条、国民健康保険税の減額の規定中も、同様の理由により改めるものです。

　改正附則でございます。施行期日、１項、この条例は、平成23年４月１日から施行する。

　適用区分、２項、改正後の奥多摩町国民健康保険税条例の規定は、平成23年度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、平成22年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例による。

　以上、平成23年３月31日をもちまして専決処分いたしました奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の説明を終わらせていただきます。ご審議を賜り、ご承認くださいますようお願い申し上げます。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で、説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第33号の質疑を行います。質疑ございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第33号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第33号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。

これより採決します。

　日程第７　議案第33号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第33号については原案のとおり承認されました。

　次に、日程第８　議案第34号　専決処分の承認を求めることについて（奥多摩町国民健康保険条例の一部を改正する条例）を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。福祉保健課長。

〔福祉保健課長　若菜　伸一君　登壇〕

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　議案第34号　専決処分の承認を求めることについて、ご説明をいたします。

　地方自治法第179条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分いたしましたので、同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求めるものでございます。

　次ページ、専決処分書をご覧ください。

　専決処分した条例は、奥多摩町国民健康保険条例の一部を改正する条例でございます。

理由につきましては、健康保険法施行令等の一部を改正する政令（平成23年政令第55号）が、平成23年３月30日に公布され、その施行に関し、この条例の一部を改正する必要が生じましたが、特に緊急を要するため、議会を召集する時間的余裕がないことが明らかであると認めたので専決処分をしたものでございます。

　改正の内容ですが、新旧対照表でご説明をさせていただきます。新旧対照表の３ページをご覧ください。

　出産育児一時金の額の改正となります。

　第５条の２第１項中、「38万」を「42万円」とするものです。この出産育児一時金の支給額につきましては、既に平成21年10月１日から平成23年３月31日までの出産について、暫定措置として４万円引き上げられ、現在、42万円を支給しておりますが、今回、同政令が平成23年４月１日から施行されたことにより、平成23年度以降も42万円で恒久化されることとなったため、町の規定も同様に42万円に改めるものでございます。

　今回の改正の趣旨でございますけれども、平成21年の全国産科医療機関の出産費用が平均で約42万円となり、一時的に被保険者等が多額の現金を用意する必要が生じていることにかんがみ、緊急の少子化対策の一環として、安心して出産できる環境を整備するという観点から、現在の暫定支給額42万円を恒久化するものでございます。

　なお、附則といたしまして、施行期日１として、この条例は、平成23年４月１日から施行するものです。

　経過措置として、この条例による改正後の奥多摩町国民健康保険条例第５条の２第１項の規定は、平成23年４月1日以降の被保険者の出産にかかるものから適用し、同日前の被保険者の出産にかかわるものについては、なお従前の例によるものでございます。

　慎重なるご審議を賜り、ご承認をいただきますようお願いを申し上げまして、提案の説明とさせていただきます。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第34号の質疑を行います。質疑ございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第34号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第34号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第８　議案第34号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第34号については、原案のとおり承認されました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、午前11時10分から再開とします。

午前10時52分　休憩

午前11時10分　再開

○議長（鈴木　賢一君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　次に、日程第９　議案第35号　専決処分の承認を求めることについて（奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例）を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。住民課長。

〔住民課長　浜野　武雄君　登壇〕

○住民課長（浜野　武雄君）　議案第35号　専決処分の承認を求めることについてご説明いたします。

　地方自治法第179条第１項の規定により、奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例を専決処分いたしましたので、同条第３項の規定によりを報告し、承認を求めるものです。

　次のページをお開きください。理由ですが、地方税法の一部を改正する法律（平成23年法律第30号）が、平成23年４月27日に公布され、このため条例の一部を改正する必要が生じましたが、特に緊急を要するため議会を召集する時間的余裕がございませんでしたので、専決処分したものです。

改正の趣旨ですが、東日本大震災の被災者等の負担の軽減を図るなどのため、個人住民税にかかる特例措置並びに固定資産税の課税免除等の措置を講ずる改正を行うものです。

それでは、条例改正文もございますが、別紙の新旧対照表により改正内容についてご説明いたします。新旧対照表４ページをご覧ください。

附則の第19条の次に３条を加えるものです。

第20条、東日本大震災に係る雑損控除額等の特例。第１項については、東日本大震災により住宅や家財などについて生じた損失を、平成23年中の損失ではあるが、平成22年中において生じた損失とみなして、平成22年分の総所得金額等から雑損控除として所得控除することができる規定でございます。

第２項は、平成24年以降においても、住宅の撤去などの災害関連支出が発生することから、前項の規定同様に、その後も雑損控除として当該各年度で控除できる規定でございます。

第３項の規定は、特例損失金額の適用を受けた者と生計を一にする配偶者などの親族が有する資産の損失があるときは、当該親族の平成24年度以後の年度分の損失は平成23年に生じなかったものとみなす規定でございます。

第４項の規定は、第２項同様に、生計を一にする配偶者などの親族が有する資産の損失にも適用される規定です。

５ページをご覧ください。第５項の規定は、第１項の雑損控除を受けようとする者は、納税通知書が送達されるまでに確定申告書などにその適用を受けようとする旨の記載がある場合に限り適用となる規定でございます。

なお、雑損失の繰り越し可能期間は、現行３年のところを５年とされております。

第21条、東日本大震災に係る住宅借入金等特別控除の適用期限の特例の規定は、住宅ローンの適用住宅が大震災により滅失などしても、平成25年度分以後の残存期間の継続適用を可能とする規定でございます。

６ページをお開きください。第22条、東日本大震災に係る固定資産税の特例の適用を受けようとする者がすべき申告等。第１項の規定は、東日本大震災により滅失や損壊した家屋の敷地の用に供されていた土地として適用を受けようとする者が、申告書に記載すべき事項を第１号から第４号までに規定したものです。

第２号の規定は、前項の住宅用地とみなす規定の適用を受ける固定資産税の軽減期間を、平成24年から平成33年度までの10年度分とする規定でございます。

第３項の規定は、被災した区分所有家屋の供用土地の軽減措置について、前各項と同様に規定したものでございます。

７ページをご覧ください。改正附則でございます。

施行期日、この条例は公布の日から施行する。ただし、附則に３条を加える改正規定（附則第21条に係る部分に限る）は、平成24年１月１日から施行する。

以上、平成23年４月27日をもちまして専決処分いたしました、奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例の説明を終わらせていただきます。ご審議を賜り、ご承認くださいますようお願い申し上げます。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第35号の質疑を行います。質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第35号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第35号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第９　議案第35号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第35号については、原案のとおり承認されました。

　次に、日程第10　報告第１号　平成22年度奥多摩町一般会計予算繰越明許費繰越計算書について、を報告願います。企画財政課長。

〔企画財政課長　加藤　一美君　登壇〕

○企画財政課長（加藤　一美君）　報告第１号　平成22年度奥多摩町一般会計予算繰越明許費繰越計算書につきましてご説明いたします。

　平成22年度奥多摩町一般会計予算について、地方自治法第213条第１項の規定に基づく繰り越しを行いましたので、地方自治法施行令第146条第２項の規定によりご報告いたします。

　次のページをお開きください。平成22年度奥多摩町一般会計予算繰越明許費繰越計算書でございます。

　去る３月４日の平成23年第１回定例議会においてご決定をいただきました繰越明許費予算の、きめ細かな交付金事業費につきましては、金額6,000万円の全額を平成23年度に繰り越ししました。

　財源内訳でございますが、国庫支出金が5,583万4,000円、一般財源が416万6,000円でございます。

　次に、住民生活に光をそそぐ交付金事業費につきましては、金額1,000万円の全額を平成23年度に繰り越ししました。

　財源内訳でございますが、国庫支出金が1,000万円でございます。

　２つの事業の合計でございますが、金額が7,000万円、翌年度繰越額が7,000万円、既収入特定財源が０円、未収入特定財源が6,583万4,000円、一般財源が416万6,000円となります。

　以上で報告第１号の説明を終わります。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で報告は終わりました。

　次に、日程第11　議案第36号　奥多摩町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　原島　　肇君　登壇〕

○総務課長（原島　　肇君）　議案第36号　奥多摩町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について提案のご説明を申し上げます。

　提案の理由でございますが、特殊勤務手当のうち変則勤務手当を廃止するため、規定を整備する必要があるためでございます。

　内容でございますが、町クリーンセンターでは、効率よい可燃ごみの焼却と環境に配慮した焼却炉の運転のため、一定期間の連続焼却を実施してまいりました。このため、勤務体制をその期間中変更し、その勤務に対し変則勤務手当を支給してまいりましたが、本年４月に労働基準監督所による事情聴取の結果、超過勤務手当での支給とするよう是正勧告を受けたため、変則手当を廃止するとともに、是正報告をする必要が生じたものでございます。

　新旧対照表の８ページをお願いいたします。奥多摩町一般職の職員の給与に関する条例でございます。

　別表第４中、変則勤務手当を削るものでございます。

　附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。

　なお、今後の勤務体制につきましては、フレックスタイム制を導入し、対応する予定でございます。

　以上で議案第36号の説明を終わらせていただきます。ご審議を賜り、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第36号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第36号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第36号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第11　議案第36号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第36号については、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第12　議案第37号　奥多摩町固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることについて、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　原島　　肇君　登壇〕

○総務課長（原島　　肇君）　議案第37号　奥多摩町固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることについて、提案のご説明を申し上げます。

　次の者を固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、地方税法（昭和25年法律第226号）第423条第３項の規定に基づきまして、議会の同意を求めるものでございます。

　住所でございますが、奥多摩町留浦617番地、氏名・島崎軍治、生年月日・昭和20年３月９日生まれでございます。

　続きまして、住所・奥多摩町境327番地、氏名・岡部益雄、生年月日・昭和23年９月24日生まれでございます。

　理由でございますが、固定資産評価審査委員会委員　島崎軍治氏、堀口榮二氏が、平成23年６月21日をもって任期が満了となりますので、その後任として島崎軍治氏、岡部益雄氏を、その委員として選任したく、議会の同意を求めるものでございます。

　島崎軍治氏、岡部益雄氏の学歴及び経歴等につきましては、お手元の略歴書のとおりでございますが、島崎軍治氏は、平成20年６月22日より固定資産評価審査委員会委員として務められており、委員として適任でありますので、引き続き選任したく議会の同意をお願いするものでございます。

　また、岡部益雄氏は、長年にわたり氷川農業協同組合及び霞農業協同組合に勤務され、資産について精通されており、固定資産評価審査委員会委員として適任でありますので、議会の同意をお願いするものでございます。

　なお、堀口榮二氏につきましては、昭和56年６月22日から10期30年間、委員としてご尽力をいただきましたが、ご本人からの申し出により退任となります。

　ご審議をいただき、島崎軍治氏、岡部益雄氏の固定資産評価審査委員会委員としての選任にご同意を賜りますようお願い申し上げまして、提案の説明といたします。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第37号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第37号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第37号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　なお、採決は無記名投票により行います。

　議場を閉鎖します。

（議場閉鎖）

○議長（鈴木　賢一君）　はじめに、議案第37号中島崎軍治君について投票を行います。

　ただいまの出席議員は13名であります。

　次に、開票立会人を指名します。

　会議規則第30条第２項の規定により、開票立会人に９番清水典子議員、10番村木征一議員を指名します。

　投票用紙を配付させます。

（投票用紙配付）

○議長（鈴木　賢一君）　投票用紙の配付漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　配付漏れなしと認めます。

投票箱を点検します。

（投票箱点検）

○議長（鈴木　賢一君）　異常なしと認めます。

　ただいまから投票を行います。

　日程第12　議案第37号中、島崎軍治君を奥多摩町固定資産評価審査委員会委員に選任することについて、これに同意することを可とする議員は賛成に、否とする議員は反対に丸印を表示の上、投票箱に投票願います。

　それでは、１番師岡伸公議員から順次投票を願います。

（投票）

○議長（鈴木　賢一君）　投票漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　投票漏れなしと認め、投票を終わります。

　続いて開票を行います。

　清水典子議員、村木征一議員に立会いをお願いします。

（開票）

○議長（鈴木　賢一君）　それでは、投票の結果を報告します。

　投票総数13票、有効投票13票、有効投票中賛成票13票、以上のとおり賛成が多数であります。よって、島崎軍治君を固定資産評価審査委員会委員に選任することについては、これを同意することに決定しました。

　次に、議案第37号中岡部益雄君についての投票を行います。

　ただいまの出席議員は13名であります。

　次に、開票立会人を指名します。

　会議規則第30条第２項の規定により、開票立会人に11番師岡　智議員、12番前田悦男議員を指名します。

　投票用紙を配付させます。

（投票用紙配付）

○議長（鈴木　賢一君）　投票用紙の配付漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　配付漏れなしと認めます。

投票箱を点検します。

（投票箱点検）

○議長（鈴木　賢一君）　異常なしと認めます。

　ただいまから投票を行います。

　日程第12　議案第37号中、岡部益雄君を奥多摩町固定資産評価審査委員会委員に選任することについて、これに同意することを可とする議員は賛成に、否とする議員は反対に丸印を表示の上、投票箱に投票願います。

　それでは、１番師岡伸公議員から順次投票をお願いします。

（投票）

○議長（鈴木　賢一君）　投票漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　投票漏れなしと認め、投票を終わります。

　続いて開票を行います。

　師岡智議員、前田悦男議員に立会いをお願いします。

（開票）

○議長（鈴木　賢一君）　それでは、投票の結果を報告します。

　投票総数13票、有効投票13票、有効投票中賛成票13票。以上のとおり賛成が多数であります。よって、岡部益雄君を固定資産評価審査委員会委員に選任することについては、これを同意することに決定しました。

　議場の閉鎖を解きます。

（議場開鎖）

○議長（鈴木　賢一君）次に、日程第13　議案第38号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その16請負契約について、日程第14　議案第39号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その17請負契約について、日程第15　議案第40号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その18請負契約について、以上３件を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　加藤　一美君　登壇〕

○企画財政課長（加藤　一美君）　それでは、議案第38号から議案第40号までの３件を一括してご説明させていただきます。

　提案の理由につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第２条に定めます予定価格が5,000万円を超えますので、議会の議決を求めるものでございます。

　初めに、議案第38号についてご説明いたします。

　契約の目的は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その16でございます。

　契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。

　契約の金額は、１億5,540万円でございます。

　契約の相手方は、東京都青梅市東青梅五丁目10番地３、奥多摩建設工業株式会社　代表取締役　横倉　実氏です。

　次に、議案第39号についてご説明いたします。

　契約の目的は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その17でございます。

　契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。

　契約の金額は、１億1,424万円でございます。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町小丹波45番地　佐久間建設株式会社　代表取締役　佐久間一三氏です。

　次に、議案第40号についてご説明いたします。

　契約の目的は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その18でございます。

　契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。

　契約の金額は、9,870万円でございます。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町小丹波８番地　朝日建設株式会社　代表取締役　柴田拓也氏です。

　入札調書につきましては添付のとおりでございますので、ご参照願います。

　なお、本請負契約につきましては、去る６月３日に入札を執行いたしまして、現在、仮契約を結んでおります。本日、議決をいただきますと、明日８日が本契約となり、工期につきましては、いずれも平成24年３月16日を予定しております。

　工事の概要につきましては、担当課長より説明させていただきます。

　ご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。

○議長（鈴木　賢一君）　地域整備課長。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　それでは、議案第38号の工事の概要について提案のご説明をいたします。

　工事の件名が、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その16。

　工事場所につきましては、奥多摩町白丸25番２先で、白丸滝ノ沢橋から大氷川日向地区の間でございます。

　工期につきましては、平成24年３月16日まででございます。

　工事の概要につきましては、記載のとおりでございます。

　次のページは案内図でございます。

　次のページにつきましては配管の系統図と位置図で、赤い線につきましては国庫補助の路線でございまして、青い線の部分については町単独の路線でございます。

　次のページをお願いします。配管布設図及びマンホールの詳細図でございます。

　以上で議案第38号の説明を終わります。

　次に、議案第39号の工事概要について提案のご説明をいたします。

　工事の件名、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その17。

　工事場所につきましては、奥多摩町白丸64番３先。白丸駅より上部の地区全域でございます。

　工期につきましては、平成24年３月16日まででございます。

　工事の概要につきましては、記載のとおりでございます。

　次のページにつきましては、案内図でございます。

　次のページにつきましては配管の系統図と位置図で、赤い線の部分については国庫補助の路線で、青い線の部分につきましては町単独路線でございます。

　次のページは、配管の布設図及びマンホールの詳細図でございます。

　以上で議案第39号の説明を終わります。

　次に、議案第40号の工事概要につきまして提案のご説明をいたします。

　工事件名、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その18。

　工事場所が奥多摩町川井367番３先、川井竹の花バス停から大丹波の南沢橋までの間でございます。

　工期につきましては平成24年３月16日までで、工事の概要につきましては、記載のとおりでございます。

　次のページは、案内図でございます。

　次のページにつきましては配管系統図で、赤い線につきましては国庫補助の路線で、青い線につきましては町単独路線でございます。

　次のページは、配管の布設図及びマンホールの詳細図でございます。

　以上で議案第40号の説明を終わります。

　ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第38号の質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第38号の質疑を終結します。

　次に、議案第39号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第39号の質疑を終結します。

　次に、議案第40号の質疑を行います。

　（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第40号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第38号から議案第40号までについて、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第13　議案第38号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第38号については、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第14　議案第39号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第39号については、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第15　議案第40号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第40号については、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第16　議案第41号　奥多摩温泉もえぎの湯木質バイオマスボイラー施設建設工事請負契約について、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　加藤　一美君　登壇〕

○企画財政課長（加藤　一美君）　それでは、議案第41号についてご説明させていただきます。

　提案の理由につきましては、議案第38号と同様でございます。

　契約の目的は、奥多摩温泉もえぎの湯木質バイオマスボイラー施設建設工事でございます。

　契約の方法は、随意契約でございます。

　なお、本件につきましては、指名競争入札により３回の入札を行いましたが、予定価格に達しなかったため、地方自治法施行令第167条の２第１項第８号の規定により、最低入札者と協議を行い、随意契約といたしました。お手元に３回目の入札調書を添付しておりますので、ご参照いただきたいと存じます。

　契約の金額は、１億1,550万円で、予定価格と同額でございます。

　契約の相手方は、東京都青梅市東青梅五丁目10番地３、奥多摩建設工業株式会社　代表取締役　横倉　実氏です。

　なお、本請負契約につきましては、去る６月３日に入札を執行いたしまして、現在、仮契約を結んでおります。本日議決をいただきますと、明日８日が本契約となり、工期につきましては、平成24年１月31日を予定しております。

　工事の概要につきましては、担当課長より説明させていただきます。

　ご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。

○議長（鈴木　賢一君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　それでは、３枚目をご覧ください。工事概要につきましてご説明させていただきます。

　１の工事件名でございますが、奥多摩温泉もえぎの湯木質バイオマスボイラー施設建設工事でございます。

　２の設置場所でございますが、東京都西多摩郡奥多摩町氷川118番地５他で、もえぎの湯でございます。

　３の工期でございますが、企画財政課長が話しましたとおり平成24年１月31日まででございます。

　４の工事概要でございますが、建設工事として鉄筋コンクリート造、陸屋根平屋建ての新築１棟。それと、既設物置の移設１棟。機械設備工事としまして、生チップ焚きボイラー、スイス・シュミット社製を１基、蓄熱タンク5,000リットルを１基、チップ用サイロ19.4立米を１基、それぞれ建築設置するものでございます。

　５の計画図面でございますが、案内図・配置図・立面図・断面図が添付されております。

　次のページをご覧ください。案内図でございます。奥多摩温泉もえぎの湯の青梅側が今回の工事場所となります。

　次のページをご覧ください。配置図でございますが、赤い線で囲まれている部分が今回の工事場所となります。右側の赤枠がボイラーの設置やチップを保管する建物を新築する場所で、左側の赤枠が建物の新築により支障となる物置を移設する場所となります。

　次のページをご覧ください。立面図でございます。

　左上の道路側立面図でご説明をいたしますと、向かって右側の横じまがシャッターになります。この部分にチップボイラーが設置されます。また、向かって左側の部分がチップの搬入場所で、この下がチップ用サイロになっております。

　次のページをご覧ください。断面図でございます。

　左側下のＡ通断面図でご説明いたしますと、右下に設置されるサイロ室からチェーンコンベアでチップがボイラーに搬送され、温泉水を過熱します。加熱された温泉水はボイラー横に設置される蓄熱タンクに貯蔵されるようになっております。今回の工事により、もえぎの湯で使用されておりました灯油年間９万4,700リッターがチップに代替されますと、ＣＯ２排出量は年間201トンの削減が見込まれます。

　なお、今後はチップの安定供給が必要となりますので、木質バイオマス地域循環システム検討委員会を設け、システムの構築づくりに努めてまいります。

　以上で、奥多摩温泉もえぎの湯木質バイオマスボイラー施設建設工事の概要説明を終わります。ご審議を賜りまして、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第41号の質疑を行います。質疑ありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第41号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第41号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第16　議案第41号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第41号については、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第17　人権擁護委員候補者の推薦についてを、議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。住民課長。

〔住民課長　浜野　武雄君　登壇〕

○住民課長（浜野　武雄君）　人権擁護委員候補者の推薦について提案のご説明をさせていただきます。

　人権擁護委員沖山瑞紀氏が平成23年12月31日をもって任期満了となるため、次の者を法務大臣に推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、町議会に意見をお伺いするものです。

　氏名は沖山瑞紀、住所は奥多摩町梅沢152番地２、生年月日は昭和15年９月27日で70歳でございます。

　沖山瑞紀氏の学歴、職歴、公職歴などにつきましては、お手元の略歴書のとおりでございます。平成15年１月１日から人権擁護委員を務められております。また、この委員として適任者でありますので、引き続き推薦いたしたく、意見を求めるものでございます。

　なお、任期は３年で、町には氏を含め２名の委員が法務大臣から委嘱されております。

　ご理解を賜りますようお伺いするものでございます。

　以上で提案の説明とさせていただきます。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で説明は終わりました。

　これよりただいま上程の人権擁護委員候補者の推薦について、質疑及び意見を求めます。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。

次に、ただいま上程の人権擁護委員候補者の推薦について採決します。

　日程第17　人権擁護委員候補者の推薦について、原案の候補者沖山瑞紀君を適任とすることに賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数と認めます。よって、原案の候補者沖山瑞紀君を適任とすることに決定しました。

　次に、日程第18　東京都後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙における候補者の推薦について、を議題とします。

　事務局長に説明させます。事務局長。

○議会事務局長（大野　　尚君）　日程第18　東京都後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙における候補者の推薦について、ご説明申し上げます。

　東京都後期高齢者医療広域連合では、議員の任期満了による選挙を、平成23年３月１日に告示しました。これに伴い、当町議会議員のうちから１名、議員の候補者として推薦すべく審議をお願いするもので、広域連合議会議員の選挙に関する規則により、候補者となるには所属する議会の推薦が必要となるためです。

　東京都後期高齢者医療広域連合の議会の議員の定数は31人となっており、その規約に基づき、区の議会議員のうちから17名、市の議会の議員のうちから12名、町村の議会の議員のうちから２名が選挙にて選出されることとなっております。

　候補者となる資格は全議員が有していますが、東京都町村議会議長会では、選挙の円滑、かつ迅速な執行を図るため、内規により正、副会長が所属する議会からそれぞれ１名候補者を推薦することとしております。当町議会の鈴木議長は、去る５月13日の東京都町村議会議長会臨時総会において、この６月12日から会長に就任することが既に決定しております。

　なお、広域連合議会議員の任期は、平成23年７月２日から平成25年７月１日までとなっております。

　以上でございます。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で説明は終わりました。

　お諮りします。候補者推薦の方法については、地方自治法第118条第２項の規定を準用し、指名推選により行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、候補者推薦の方法については指名推選で行うことに決定しました。

　どなたか指名をお願いしたいと思います。11番師岡　智議員。

○11番（師岡　　智君）　ただいま事務局長の方から説明されたとおりでございまして、皆さんもおわかりいただいたと思います。この広域連合につきましては、大変重要な委員会でございますけれども、東京都町村会では２名の委員を選出するということで、当鈴木議長が東京都の会長にも既に決まっております。そして、以前、我が議会から清水典子議員が議長、会長を当時務めていただいておりまして、当然、東京都の議長会の会長という立場から、この委員には鈴木奥多摩町議会議長が、私は、我が町としては最適であると思いますので、推薦させていただきたいと思います。よろしくお願いします。

○議長（鈴木　賢一君）　ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ただいま私が指名されましたが、ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ほかに指名なしと認めます。よって、地方自治法第117条の規定により、私が除籍の対象となりますので、議長を副議長と交代し、退席させていただきます。増田副議長。

（鈴木賢一議長退席）

○副議長（増田　ひさ子君）　それでは、お諮りします。ただいま指名のありました鈴木議長を、東京都後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙における候補者に推薦することにご異議ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（増田　ひさ子君）　ご異議なしと認めます。よって、鈴木議長を東京都後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙における候補者に推薦することに決定しました。

　それでは、ここで議長を交代いたします。議長の着席を求めます。

（鈴木賢一議長着席）

○議長（鈴木　賢一君）　次に、日程第19　陳情書の受付について、を議題とします。

　請願・陳情文書表を事務局長に朗読させます。事務局長。

○議会事務局長（大野　　尚君）　議請願第１号、平成23年６月７日、奥多摩町議会議員殿、奥多摩町議会議長。

　請願書・陳情書の受付について。

　議会に提出された陳情２件について、下記のとおり受け付けたので報告する。

　奥多摩町議会第２回定例会。

　請願・陳情文書表。

　番号、陳情第１号。受付年月日、平成23年４月20日。件名、米軍普天間飛行場移設に関する日米共同発表の見直しを求める意見書を日本政府に提出することを求める陳情書。陳情人、昭島市美堀町３－13－１、横田・基地被害をなくす会、代表　浅野太三、奥多摩町原1824　室川定義、奥多摩町海沢101－4　清水明世。

　番号、陳情第２号。受付年月日、平成23年５月25日。件名、地方消費者行政を充実させるため、地方消費者行政に対する国による実効的支援を求める意見書を政府等に提出することを求める件。陳情人氏名、千代田区霞ヶ関１－１－３　竹之内　明、木津川迪洽、澤井英久。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で朗読は終わりました。

　お諮りします。ただいま議題となっております陳情第１号及び陳情第２号については、会議規則第37条の規定により所管の常任委員会に審査を付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、陳情第１号については所管の総務文教常任委員会に、陳情第２号については所管の経済厚生常任委員会に審査を付託することに決定しました。今会期中に審査を終了するようお願いします。

　以上で本日の日程はすべて終了しました。

　お諮りします。次の本会議の予定は６月10日となっておりますので、明日６月８日及び６月９日の２日間は休会にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（鈴木　賢一君）　異議なしと認めます。よって、明日６月８日及び６月９日の２日間は休会とすることに決定しました。

　なお、本会議２日目は６月10日午前10時より開議しますので、ご承知おきください。

　本日はこれにて散会します。大変ご苦労さまでした。

午後０時09分　散会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会議長

　　　　　　　奥多摩町議会議員
　　　　　　　奥多摩町議会議員
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